






























































































































































































































































〔証〕 1･ ※ :赤痢のみの場合(下段).無符号(上段)は赤痢疫痢合計の場合･
2. *i :昭和21年は志賀菌が群居県に浸襲Lた年と謂う･
Sh･鮎xneriと想われるものがあったが不確宋の故に記入しないと謂う.






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔註〕 1･ A :指定員数所属倣帯数:同乗患世帯数の比.
B : Aに放ける発意世帯番号.




放ける発病者と死亡者を乗数で読すと夫々1 (曜患者〕 : 0 〔死亡者〕, 1 ‥1 (罷患者1名J
而して本患者が死亡〕　5:2 (躍患者5名の中2名死亡〕であることを示す.
3. (a) B-Cの映如せる欄旺艶患世帯の認められなかったことを意味する.例えば夫々1 I 13.
14- 15入所属の各世帯からは患者が発生していない. (b〕筒1人世帯を例に探ると上段より
1:0　3　5　2　……　となっているが是れほ1:0･3:0-5:0-2:0…の酪である. (c〕亦13


































































































































































l　　　.I J1. I 7. 1



























































































































































































































































































































































































































































































































































No. I No. IV
6. 192&　　　　　2. 16#































反比例するがJ･ No･ I ･ Ⅴの場合であると後記する





































































































































































































































































5丁･14.1招.･13 ll.2T IO.91 11･6年






























































































































































































































69 : 397 236:5079
i
〔註〕　本表内容はA-N偶に拠って次の様紅旗別される.



















〔 Ⅰ 〕 :: 〔 I 〕なる別の数値群旺地域別人口に対する対応職域感染者の百分率.以下全村人口を母集
団とする統計を統計〔 Ⅰ 〕と略称する･












































































































































































続発生例〔菌塾: Shigella plexneri 2b)であるが
(以下例とⅢ呼ぶ),菌陽性率としても第1回時53.1













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1. A･G･B-C-D-A-F 〔T%〕�"CD-〔Ⅰ〕.〔Iつ.〔Ⅰ〕:是れ等の楠田琴旺何れも表9. 〔証〕
に準じて解釈される.
2. A-E問の組み合わせに関しても亦蓑9. 〔謡〕 3.項に同じである.













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1.-　A-G-B-C･E.F 〔T%､;-S-〔B呂〕 CB¢〕:是れ等の欄内容旺表9. 〔誌〕に準じて解説される.
2. (1)･〔Ⅲ〕･ Q :規約〔BB〕に従って感染者数を発患世帯人口上しJ是れを母集団とする場合の統
計を以下統計〔Ⅲ).川〕と略称する. 〔Ⅷ〕ほ地域別一年令別或ぼ性別.年令別の組み合わせの
場合に, 〔Ⅲ〕ほ地域別･性別分布の場合に供侵される. Qは〔Ⅲ〕の蓑区分名である.


























































































































































































































































































































tO C5 CD 00
Jゝ Aト｣ (A)































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 4 5 6　　　　了 8
日




























































































































































































































































































































































































































〔話〕 1.本義は井喝を別にとると'患家H･ 6所属世帯人は3名'中2名萬.患'死亡者皆無'躍愚2名ぱ,患者番号No.12苧　8才, Jtfo.･11
♀ 11才で9 No. 12発症日を以ってH. 6の病日経過第1日と看徹すとNo.11は里第2日に発症したことを示す.
2･ *は死亡者･




G包　G4 : Gtの中第1日に或は第2日迄に2名城上発生した場合の愚者群をG3 (世帯番号に黒点(.)を附してあるもの)∫ l名
に止どまる場合をG4=群とする.




















































































































































































































































































































が,此の40名は17世帯に分属して27･?>% (40 : 146)




































































































































































































































































































































































































































































































































































L (苧72,Vfl - 3発病),亦農場H.52世帯主
ほ舞子に当る･
*8 : H.71 C世帯姓嵩下)と同姓.
*4 ‥　本人所属世帯はH.24である･











































































































f. No.(23) :血縁関係を辿るならばNo. C23〕
もその1例である.表22.備考噛に示す様な繋がり






























































































































































































































































































































































































































































































































































































L ･ 〔Ⅴ) ｡〔Ⅴ〕 :致死率を地区別･性別に戟た壊合の数値列をLとL)其の壊合の統計を〔Ⅴ〕,統計〔Ⅴ〕が年令別に見られている場合は
是れを統計(Ⅴ )と記す･
K- Q - (Vl)'〔Ⅵ〕 :致死率に放ける母集団を死亡者とした場合の百分率で統計(Ⅵ〕.〔Ⅵ〕の分別は夫々(†)･ 〔V〕の場合に準じている.
但し本統計の内容は鞄域別の場合も年令別の場合も'其の母集団が常に死亡者全数になっている点で既往の〔 I ).〔 Ⅰ 〕-m














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































H.3, 10, 49, 50, 51
小　小　田　田　田

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(54:378) : ll.3プ左(14:123) :3.ユ& (13:410〕,
b. P. Np(釜以下6部落が除外されている場合)





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































22　38　39 105 108 123 135 136 164
9:7 3:7






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔話〕 1. VI -25列を例に探ると112- 113は患者No.112- No.113で発慮世帯H.52に所属,
No.167 -No.171ほH.75に所属することを示す.






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔 ) 〔 〕 :各塾所鼠愚老百分率偶に放ける
■ヨ













































































































































味で死亡者の場合と異なってⅥ ･ 5-30 (No. 1),
vfl�"l-15(Nb.2〕, Vfi - 16-31〔No.3〕, Vffi - 1-



















































































































1.治癒日不明例:No. 3. ll. 12. 14-17. 23. 24. 27. 35. 36. 41. 42. 45. 81.









































































































で此処に附記しおく(XIII. (Ⅳ〕 2. a.参照〕.








16同排便約50回と謂う記録が威されている. VIE - 17
以後の記録も触げているが,同日供試された菌検索














けるVI -28発症のNo.156 (｣56才) ･ No.158






























































































































































































































































































































































































































































































･ 31に相当する第2 ･ 3分明で184名中i77　　死亡している.患者184名中109名･死亡者39










〔4.6&〕 ･躍感率2.15* 〔3.6%〕 ･発症率77.9　路に運搬され湖以下の水域一帯に流行草薙を
%･集積率79.3　死亡率0.45% 〔0.75%〕 ･　招来したと判断されていたのであるが,.是れ
層命率2¥.¥%となっている･ 〔 〕内は対英患　　は現地の地理学的条件よりする限りは最も合
部落人口率である･是れ等の数値ほ概括的に　　埋的な想定とされねばならない処である.一
着る時甚だ高率と考えられるのである･然し　般的に言うと例えば上水道に対する川北･港
乍ら現地が農村で, 1村構成単位とLての各　水路と謂う和き場合に,共の移動条件に基づ
部落が独立的な地理的其の他の条件を示して　　く多少の差異ほ存在L得るにしても,所謂水
いる場合には,全村単位にではなく部落単位　　系感染なる型式に由来する流行は原則として
に或ほ発患部落単位に統計が採られてもよい　(a)爆発的発生状況を示すこと(b)水路分
わけである.斯くて地域別分布として或ほ年　　布の範囲に限局されること(亡)生物学的一
齢即分布とt/て統計化すると上記数値は総じ　　社会的･時間的･地理的諸条件に制約され難
て更に高率に,時に異常な高率化を示す場合　　いこと(d)死亡率が概して低率であること
が認められるのである･ (叙上〔 〕内数値参　等の特徴を示すものである.然争に此の原則
照).而して此の問の関係ほ本流行に於ける　　論に対して本流行畔(a)- (d)何れの項と
864　　　　　　　　　　　　　　　　　高■　　　　　　'招iiiiiiiii= _
も相容れない寧ろ相反する所見をすら示す場　　在すべきものであち.此の関係をーNo. 110
合認められるのである.　　　　　　　　　　に就いて調査すると, 3才の助童であるので
6･菰紅上記諸条件に就いて多少の解説を　　是れが永続性排菌者掛こ志賀型赤痢の保菌者
附してみると,時間的条件としてほ主として　　であったとほ考え難い処である.仮りに保菌
季節の意義,地理学的条件と~しては地形･湖･　者であったとしても幼齢児のことであれば先
地･流川･倖水路･井戸･噴泉･水田分布･　ず幼児No. 110に先行する原因即ち基田性
道路網･部落等に関する意義,生物学的条件　　感染源の存在が疑わるべきである.是れに諒
としては年齢･-性別並びに関僻事項の示す意　　当すべき想定線上の所産としては唯一無二の
蓑,社会的条件としては聴覚･地位･衛生学　　基因性感染源とLてNo.0が挙げられる.
的･経済的環境･世帯部落村邑問交流･血縁　　不幸にして本患者の冥在を証するに足る資料
分布~･家姓分布の持つ意義等が各個的に或は　　は皆無であるが,或ほNo. 0と同一人でほ
相関的に吟味されているのである.猶此の問　　なかったかとさえ考えられる相当の確率を以
にあって感染源に対する疑義に就いてほ記録　　って是れと置換し得べき冥在の対象が調香放
と実地質疑の両面より調査され,亦感染経路　　上に得られているのである.即ちID-No. 42
或ほ様式に関する疑義解説のためには第1 -　　が是れに該当する(No. 42は附衷1参照).
4胡に分別された流行各分期に於ける各要匪1　　8.次に感染様式並びに蔓延様式である
と分期の意義が,或は亦本流行に放ける水系　　が,時間的･地理学的･生物学的･社会的条
感染硬玉の可能性を想定するための5種の水　　件並びに統計的所産に対する綜括的考察より
系感染型式が考案吟味されている.叙上何れ　　すると,本流行には,特に是れと指定される
に関する場合も,水系感染ほ一応否定さるぺ　　程の主因的な感染様式と謂うものほ認められ
き所産より得られなかったのである.　　　　　ない.究極の処間接接触(著者の分類様式名,
叙上の如く本流行が水系感染でないと,すか　　直接感染型式属) ･生物系機械的･食餌･相
ば様式ほ他に求められなければならない.亦　　品(介連)感染(以上間接感染型式属)を主
爾りとすれば当初想定の水系感染に対立せL　　車型式と看倒L得る流行ではなかったかと考
めた感染源以外に新たな感染源が存在し得て　　えられるのである.従って本流行に於ける萎
もよいことである.掛こ決論のみを略記する　　延様式は所謂家庭感染･近隣接触(交流〕等
と次の様になる.　　　　　　　　　　　　　を母体とする錯綜性蔓延と看るべきものであ
7.先ず感染源であるが既往に於いて感染　　る.本想定の主要根拠を要約すれば,鑑述の
源と若槻されていた患者(No. 124)に対す　　■如く本流行が所謂水系流行と相容れない性格
る疑義を基にして進められた調香所産とし　　を示Lたのと対既的に錯綜性蔓延様式を以つ
て,是れより早期に発症した患者(No'. 110)　て理解し易い所謂情況証拠(Circumstantial
が吏めて本流行の初発患者,同時に感染源と　　evideo亡e)を示Lたことと,本証拠の一部で
想定されるに至ったのである. No. 110の臨　　もある統計的数値に表明された諸所見に存在
林記録が存在しないため病名判定に多少の懸　　している.′
念が残されるわけでほあるが,所謂間接証拠　　　錯綜性蔓延(文献45)参照)とほ多種の感
(情況証拠〕の観点よりすれば最も高度の確　　染様式の総和に基づく現象である関係から,
率想定の下に硯因性感染源の位置に置かるべ　　其の問特定の様式を摘出することが困難と謂
き患者(死亡)である.一般に本来永続性排菌　　う普遍性が一つの特徴と看倣されてもよいも
者等であったものが何等かの原因で現国性感　　のである.謂うなれば此の′.義なきを義と
染源の位置に置かれているとすれば,是れは　　する``本様式の性格が本朝流行の円容表現に
同時に基因性感染源でもあり得る.然し爾ら　　最も適切な様に考えられるのである.
ずとすれば硯敵性源に克行する基因性瀕が必　　　9.本報流行に於ける流行期間(VI�"5'
志賀型赤痢菌に因る流行例と其の感染要因に関する考察並びに原因菌の性状に関する知見補遺　8E5
､X-02)を4-6分して各分期別に各期所属
患者の夫々治療所要日数並びに死亡日迄の経
過日数の平均値を求めると,克郎こ特徴のあ
る分期別差異が認められる.未だ其の原田に
対する結論を下す迄にほ到達し得てないが,
流行に際して-定時期以後に発現する集団免
疫性に裾聯せしめて向後の観察賓料とする予
定である.
10.因みに本流行に際して認められた2
- 3の特別な症例に就いて附記しておきたい
(10.〟ll.項参照).
一流行の末期に当って発症10日前に既に尿中
に療函菌が証明された発症前保菌者の1例が
認められている.本例ほ足れを潜伏期保菌者
の特異例と看撤すならば,赤痢には例外的な
がら少なくも10日に及ぶ潜伏期問も存在し得
ることを示す好適な1例と謂うことになる.
ll.詳細な病床記録を炊ぐのであるが,
第3病日粘血排便約100回`(第1-2病日所見
不明),第4病目的70回(体温37.4-37.6-C),
第5病目的50回と記録された患者1例が認め
られる.叙上排便回数にほT印esmus alviの
範囲に入られてもよい軽度のIn亡ontinentia
alviが算入されているかと想われるのである
が,それにしても本例ほ異常頻尿例と言い得
るものである.
12.偶発的のこととは考えられるけれど
も口腔保菌･尿保菌の外観を示した例或は同
定未Tに終ったものであるがS. parat女-hiA
と疑われた菌株の分離例に就いて言及した.
未だ其の性状其の他が充分に整理されていな
いので是れ等に就いての結論ほ次報迄保肖す
ち.
文献:終報路載(未完)
(昭31. 10. 20受付特別掲載)
